
がん検診精密検査実施機関における診断期の緩和ケア提供に関する調査報告書 概要版

目的：県内の精密検査実施機関を対象に、診断期の緩和ケアの提供実態と課題を明らかにし、今後の具体的施策を検討すること。

対象：島根県がん検診精密検査実施機関登録事業に登録のある精密検査実施機関138機関

回答：がん診療連携拠点病院等（拠点病院等） 5施設１６診療科、がん情報提供促進病院（促進病院） １１施設、診療所 ５６施設。回答職種は、医師 約8割、看護師 約1割、未回答・事務が1割。
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精検でがんを疑い、拠点病院へ紹介した割合

情報提供促進病院 診療所

【割合の解釈について】
10割：全部紹介

5割：半分紹介、半分自院対応
  0割：全数自院対応
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告知時の説明時間

10分未満 10～19分 20～29分 30～59分

初回診断時の情報提供内容

【調査結果を踏まえた方向性】

① 患者が必要なタイミングで情報へアクセスできるパンフレットの作成

② 「診断時から緩和ケア」の普及啓発に取り組む

② 緩和ケアを継続的に学べるよう、リカレント教育機会の提供を検討

【調査結果を踏まえた課題】

① 診断期における緩和ケア提供には、施設機能に応じた違いがある

② 初回告知時の情報提供は、内容ごとに差がある

③ 患者・家族、医療者ともに「診断時からの緩和ケア」の認識に差がある

緩和ケアに関する課題の認識
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拠点病院等との連携

多職種連携の仕…

教材の不足
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